別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　　項：保健体育費　　　目：体育振興費　　　
	事業名: 高地トレーニング実践強化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　教育委員会　スポーツ健康課　スポーツ振興係　電話番号：058-272-1111（内3588）

E-mail：c17769@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,991 千円（前年度予算額：4,111  千円）
	要求内容


	１　要求の内容


「飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア」を活用し、本県選手の競技力の向上を図るために、下記県内競技４種目（予定）に対し、合宿を実施する。

さらに、血中酸素飽和度等を測定し、医科学的なサポートを行う。

・陸上競技　　　　　　　　岐阜県選抜
・クロスカントリースキー　岐阜県選抜

・スケート　　　　　　　　岐阜県選抜

・レスリング　　　　　　　岐阜県選抜

◇「飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア」について
　高山市・下呂市の２市にまたがる標高1200ｍ～2200ｍの高地に位置するエリアであり、
毎年延べ20,000人程度のアスリートがトレーニングに訪れる。

　平成20年に文科省より「ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設」の指定を受け、ナショナルチームの練習にも活用されている。
【施設】
・日和田ハイランド陸上競技場（全天候型400ｍトラック）
・御嶽パノラマグラウンド（全天候型400ｍトラック）　　　
・飛騨高山御嶽トレーニングセンター（低酸素室、高気圧キャビン等、医科学トレーニ

ング機器）
・下呂濁河温泉高原スポーツレクリエーションセンター（低酸素室、認知動作型トレーニングマシン）
	２　所要経費


（1） 高地トレーニング合宿の開催          　2,991千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	4,111
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,111

	要求額
	2,991
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,991

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　1300～1800ｍの高地でのトレーニングで体に負荷を与え、心肺機能等を高め競技力の向上につなげます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	各種目ごとの年間合宿回数
	１
（H12）
	１
（H13）
	１
（H23）
	1
（H24）
	１
（H25）
	100％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	心肺機能等を高め、競技力の向上を目標としているため、指標となる数値設定はない。　
※なお、票の目標の達成度を示す指標には各種目の合宿回数が示してある。年に一度の高地トレーニング合宿を継続して実施していくことで、年次ごとの競技成績の推移を検証できる。

	（平成24年度の取組）

・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）スケート：7月25日(水)～28日(土)　参加選手14名
（２）クロスカントリースキー：7月30日(月)～8月3日(金)　参加選手12名
（３）陸上競技：8月13日(月)～16日(木)　参加選手40名

　　　　　　　　9月7日(金)～9日(日)　　参加選手30名
　　　　　　　　9月28日(金)～30日(日)　参加選手10名
（４）レスリング：9月14日(金)～17日(月)参加選手16名


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　冬季種目については、これから始まるシーズンで成果が期待できる。昨年は冬季国体スピードスケートで4人が入賞。陸上競技については今後の全国中学校駅伝、全国高校駅伝、都道府県対抗駅伝での活躍が期待できる。昨年も高地トレーニング合宿に参加の中学生3人が全国中学校体育大会で入賞を果たした。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　 ○

	　当事業を通して高地トレーニングエリアを積極的に活用するとともに、地元市町村と連携しながらエリアの広報に努めてきた。そのトレーニング効果のみならず、地域の活性化の点からも、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　 ○

	高地トレーニングによる心肺機能の向上効果は広く普及しているところであり、地の利を活かした選手強化という点においても、有効である。



	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 ○

	　複数校から選抜選手を集めることで効率よく「チーム岐阜」としての意識付けができる。また、他校生徒との交流で互いに切磋琢磨することができる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　効果的トレーニングの研究および実践が課題となる。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　より効果的なトレーニング方法の実践研究に努める。また、高地トレーニングエリアの有効性を啓発し、エリアの活用を促進する。



